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旧四郷村役場

概要と歴史

■トピック
設計者を探る

■旧四郷村役場

建築物の価値は・・

■旧四郷村役場

整備のスケジユール

■

2

2

3

4

市
指
定
文
化
財
旧
四
郷
村
役
場

会

四
日
市
市
指
定
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
「
旧
四
日

市
市
役
所
四
郷
出
張
所
(
四
郷
村
役
場
)
」
が
、
来
月

で
ち
ょ
う
ど
築
一
 
0
0
年
を
迎
え
る
。
市
は
、
今
秋

か
ら
耐
震
補
強
・
修
理
工
事
を
始
め
る
予
定
に
し
て

・
関
連
忠
④
面

し
る

■
冨
扉

旧
四
郷
村
役
場
は
、
大
正
十
年

(
一
九
二
こ
に
地
元
の
実
業
家
、

伊
藤
伝
七
(
十
世
)
が
投
じ
た
寄

附
金
を
も
と
に
建
設
さ
れ
た
村
役

場
で
、
昭
和
十
八
年
(
一
九
四

に
四
郷
村
と
四
日
市
市
が
合
併
し

た
後
も
四
郷
出
張
所
と
し
て
、
四

郷
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る

昭
和
五
四
年
ま
で
使
用
さ
れ
た

市
民
セ
ン
タ
ー
の
供
用
後
は
出

張
所
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
こ

の
建
物
の
取
扱
い
を
ど
う
す
る

か
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
地
域

の
発
展
に
尽
く
し
、
地
元
の
偉
人
、

恩
人
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
十
世
伝

七
に
ま
つ
わ
る
建
物
で
あ
り
、
愛

着
が
深
い
地
π
住
民
に
ょ
る
保
存

の
働
き
^
け
は
熱
心
で
あ
っ
た

ま
た
、
四
日
市
市
内
で
失
わ
れ
つ

つ
ぁ
っ
た
近
代
の
建
築
物
と
し
て

も
価
値
は
高
く
、
専
門
家
の
要
望

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
保
存
が
決
定

し
、
昭
和
五
七
年
に
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
た

ヨ
,

笛
垂

伝
七
と
渋
沢
栄
一
の
縁

石
碑
に
刻
む
業
績

令
和
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
青
天
を
衝
け
」
の
主
人
公
で
、

三
年
後
じ
一
万
円
札
の
図
柄
の
モ

デ
ル
と
な
る
渋
沢
栄
一
は
、
十
世

伊
藤
伝
七
と
深
い
縁
が
あ
る

伝
七
は
、
父
と
と
も
に
明
治
十

五
年
(
一

に
、
川
島
村

に
水
力
を
利
用
し
た
川
島
紡
績
所

を
設
立
し
た
が
、
経
営
は
振
る
わ

な
か
っ
た
重
県
令
現
知
事
)

を
介
し
て
、
渋
沢
か
ら
「
規
模
の

拡
大
が
必
要
。
」
と
の
指
示
を
受

け
た
が
資
本
金
は
集
ま
ら
な
か
っ

た
す
る
と
渋
沢
か
ら
「
半
分
は

集
め
る
か
ら
、
^
り
は
自
^
た
ち

で
。
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
言
葉

で
地
元
で
資
金
が
集
ま
り
、
浜
町

(
現
在
の
三
滝
公
園
)
に
三
重
紡

績
会
社
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
大そ
の
後
、
近
隣
の
会
社
と
合
併

を
進
め
、
大
正
三
年
(
一
九
一
四
)

に
は
渋
沢
の
仲
介
で
大
阪
紡
績
と

合
併
し
て
東
洋
紡
績
株
式
会
社
を

設
立
し
、
当
時
の
富
田
工
場
は
、

東
洋
一
の
紡
績
工
場
と
称
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
。

当
初
は
四
日
市
市
に
本
社
を
置

き
、
伝
七
は
副
社
長
に
就
任
、
大

正
五
年
に
は
一
代
目
社
長
と
な
っ

た
。
大
正
七
年
に
貴
族
院
議
員
に

当
選
、
翌
々
年
に
社
長
を
辞
し
た

伝
七
は
生
涯
、
渋
沢
の
恩
を
忘

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
地
元
の
墓

地
に
伊
藤
伝
七
家
の
墓
が
あ
り
、

そ
の
傍
ら
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
に

は
、
渋
沢
に
ょ
る
伝
七
の
業
績
を

称
え
る
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る

四
郷
小
学
校
の
近
く
に
建
つ
石
碑
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旧四郷村役場には建設時の「棟ネU が残っている棟札とは、建物を守護する札であるとともに、

建築時期や建築主、設計者、大工などの関係者を。己したもので、建築記録として歴史的建造物では大
変重要なものとなる

旧四郷村役場の棟札には、設計技師として「大石清隆と。己され
工寄ている大石清隆は、当時、東洋一の紡績工場といわれた東洋紡績'

富田工場に所属した「営繕掛係のりーダーとみられる東洋

紡績は、村役場建設に寄附をした伊藤伝七が設立した会社であり、

中大一小イ勇伊そのつながりによって営繕掛が設。十を請け負ったと推測される

そのメンバーの中に野田新作という技師がいた村役場建築に関
i 、わる用紙に野田の名前が印刷されたものが使われており、野田は、

選二独立後に四郷小学校講堂を設計していることから、村役場の設計に

深く関与した人物とみられる

塔屋を登るらせん階段は、この建物の大きな特徴のーつであるが、 伊藤傳七」と

大石清隆」の野田はその設計にたいへん苦労した、という話が伝わってぃる

100年前の設計者は誰?

棟札には「寄附者

ともに「設計技師

名が見られる

旧
四
郷
村
役
場
(
四
郷
郷
土
資
料
態
の
概
要
と
歴
史

正
式
名
称

旧
四
日
市
市
役
所
四
郷
出
張
所

(
四
郷
村
役
場
)

指
定
分
類

市
指
定
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)

指
定
日
昭
和
五
七
年
(
一
九
八
二
)

二
月
十
六
日

所
在
地
三
重
県
四
日
市
市
西
日
野
町

会
三
三
七
五

建
築
年
月

大
正
十
年
(
一
九
二
こ
六
月

構
造
及
び
形
式

木
造
二
階
建
、
三
階
建
塔
屋
付
、

瓦
葺

積

面

建
築
面
積
三
一
三
金

延
床
面
積
六
二
三
金

所
有
者
四
日
市
市
(
教
育
委
員
会
所
管

管
理
者
四
郷
郷
士
資
料
保
存
会
(
市
か

ら
委
託
)

大
正
九
年
(
一
九
二
0
)
十
月

起
工
十
世
伊
藤
伝
七
が
六
万

円
(
現
在
の
億
円
か
ら
四
億
円

を
寄
付
す
る

大
正
十
年
二
九
二
こ
六
月

竣
工
当
時
、
日
本
の
村
役

場
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

昭
和
十
八
年
二
九
四
己

四
郷
村
と
四
日
市
市
が
合
併
、

四
郷
出
張
所
と
な
る

昭
和
五
四
年
(
一
九
七
九
)

四
郷
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
。
フ
ン
す
る

昭
和
五
七
年
(
一
九
八
二
)

市
指
定
文
化
財
と
な
る
以
後
、

外
壁
な
ど
の
修
理
北
側
に
接
続

し
て
い
た
宿
直
棟
等
の
撤
去
、
車

寄
せ
の
復
原
な
ど
が
行
わ
れ
る

昭
和
五
八
年
(
一
九
八
一
己
十
一
月

地
元
市
民
団
体
に
ょ
り
、
四
郷

郷
土
資
料
館
と
し
て
開
館
す
る

令
和
三
年
(
二
0
二
こ

築

年
を
迎
え
る

1
11
1

日
本
一
の
村
役
場

伊
藤
家
が
三
郡
四
郷
村
に
お
け
る

草
創
の
長
者
と
し
て
一
つ
の
繁
栄
辱

下
に
冠
た
る
は
洽
く
世
の
謙
る
所
で

る
。
(
中
略
)

ち
現
在
の
四
蝉
役
は
四
郷
村

部
西
日
野
と
室
山
に
相
接
す
る

に
窒
ゆ
る
近
代
式
純
洋
風
式
の

で
名
古
慮
の
建
築
大
家
大
石
清

に
建
築
設
計
を
託
し
大
正
九
年

工
を
起
し
+
年
六
月
翁
自
ら
監

下
に
完
成
せ
し
め
た
真
に
理
想

大
建
築
物
で
村
役
場
と
し
て

派
な
建
築
は
お
そ
ら
く
日
至

、
是
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
な
、

あ
ら
、
つ
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~「擬洋風」の館~
旧四郷村役場は、和洋折衷の建物で「擬洋風」

と呼ぱれる。瓦や漆喰、和小屋組を用いる和式と、

洋風装飾の外観やトラス、カウンターによる受付

などの洋式と両方が適材適所でみられる。明治以

降、採用されてきた洋式の技術を巧みに取り入れ

ながら、伝統工法と融合した建築物といえる。

令和3年5月30日(日曜印
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旧
四
郷
村
役
場

建
築
物
と
し
て
の
価
値

其
の
一
塔
屋
の
あ
る
役
場

塔
は
、
幕
末
以
降
、
銀
行
や
ホ

テ
ル
、
学
校
、
役
場
の
洋
風
建
築

の
屋
根
に
そ
び
え
、
文
明
開
化
の

代
名
詞
の
よ
う
に
新
し
い
建
物
に

用
い
ら
れ
た

一
方
、
建
物
に
付
属
す
る
塔
屋

眺
望
と
地
域
の
シ
ン
ポ
ル
を

は
、

会
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
竣

当
初
、
四
郷
村
役
場
の
塔
屋
の
屋

根
は
ス
レ
ー
ト
(
天
然
石
の
薄
い

板
)
葺
で
曲
線
を
描
き
、
特
徴
あ

る
意
匠
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
六

塔
屋
と
し
て
独
立
す
る
棟
を
持

つ
役
場
は
た
い
へ
ん
珍
し
い

其
の
七
擬
石
塗
の
円
柱

設
計
図
に
は
轡
か
れ
て
い
な

旧
事
務
室
に
立
つ
二
本
の
洋

、
、

風
の
円
柱
に
は
、
大
理
石
に
模
し

て
左
官
が
墨
汁
で
描
い
た
擬
石
塗

が
残
り
、
た
い
へ
ん
貴
重
。

其
の
三
和
と
洋
の
小
屋
組

天
井
裏
の
構
造
に
、
和
小
屋
組

と
洋
小
屋
組
の
二
種
類
が
使
わ
れ

て
い
る
。
和
小
屋
組
は
、
古
来
の

伝
統
的
な
工
法
で
、
梁
(
横
材
)

に
束
(
縦
材
)
を
立
て
て
屋
根
を

支
え
る
。
水
平
荷
重
に
限
界
が
あ

る
た
め
、
小
さ
な
部
屋
が
田
の
字

状
に
配
置
さ
れ
て
い
る
主
屋
棟
の

屋
根
に
用
い
ら
れ
て
い
る

洋
小
屋
組
ト
ラ
ス
は
、
部
材

を
一
角
形
状
に
組
み
合
わ
せ
る
合

掌
に
ょ
り
上
に
働
く
力
で
梁
を
持

ち
上
げ
る
た
め
、
大
き
な
空
間
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
屋
袖

棟
の
議
場
の
広
さ
は
、
こ
の
ト
ラ

ス
に
ょ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

、
誠

其
の
二
外
観
の
構
成

外
観
の
仕
上
げ
が
、
下
か
ら
モ

ル
タ
ル
洗
い
出
し
、
、
張
り
、

縦
横
に
区
画
し
た
漆
喰
塗
り
の
三

層
に
な
っ
て
い
る
。
二
階
以
上
で

゛
ー

其
の
四
ア
ー
ル
デ
コ
調

ア
ー
ル
デ
コ
と
は
、
一
九
 
0

年
代
か
ら
三
0
年
代
に
か
け
て
パ

り
を
中
心
に
西
欧
で
栄
え
た
装
飾

様
式
で
、
そ
れ
ま
で
の
絢
烱
豪
華

な
彫
刻
等
に
代
わ
っ
て
幾
何
学
的

な
模
様
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
。

旧
四
郷
村
役
場
で
は
、
議
場
の

天
井
や
階
段
の
手
す
り
の
柱
、
車

寄
せ
な
ど
に
み
ら
れ
、
当
時
の
最

先
端
の
様
式
を
取
り
入
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

は
、
付
け
柱
や
付
け
梁
を
装
飾
用

と
し
て
演
出
す
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

タ
イ
ル
を
用
い
て
、
壁
面
を
り
ズ

ミ
カ
ル
に
分
節
し
、
上
げ
下
げ
窓

が
等
間
隔
に
配
置
さ
れ
て
い
る

車
寄
せ
の
玄
関
を
中
心
と
し
て

左
右
対
称
と
な
る
主
屋
と
、
主
屋

袖
棟
の
端
に
そ
び
え
る
三
階
建
て

の
塔
屋
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

其
の
六
り
ノ
リ
ウ
ム

麻
布
に
亜
麻
仁
油
な
ど
の
植
物

性
の
油
を
塗
っ
て
作
ら
れ
た
内
装

材
。
国
会
議
事
堂
な
ど
、
貴
賓
室

が
あ
る
よ
う
な
施
設
に
敷
か
れ

た
。
当
時
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る

こ
と
は
珍
し
く
、
貴
重
旧
四
郷

村
役
場
の
も
の
は
、
階
段
上
面
は

擦
れ
て
失
わ
れ
た
が
、
そ
の
後

じ
ゆ
、
つ
た
ん
を
敷
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
側
面
の
部
分
が
残
っ
た

形
形
の
模
様
は
手
描
き
で
あ
る

嬰盟

其
の
五
上
げ
下
げ
窓

明
治
か
ら
大
正
の
建
物
に
ょ
く

み
ら
れ
る
、
上
下
に
開
閉
す
る
窓
。

窓
袖
柱
の
中
に
分
銅
が
あ
り
、
紐

で
つ
な
が
っ
た
窓
と
重
さ
が
釣
り

合
っ
こ
と
で
、
留
め
金
を
使
わ
な

く
と
も
自
在
に
止
ま
る



^

、耐震補強'修理工事は令和奪年度まで
旧四郷村役場(四郷郷土資料館)1

最長で令和5年3月までかかる見通し

保存を図る。資料館は7月から休館し、

ンは、令和5年夏頃を目指す。

四日市市教育委員

^

^

今年秋頃から耐震補強・修理工事が着手され、

産業都市四日市の発展を伝える文化産として

工事に向けた準備に入る。りニユーアルオープ

リニユーアルオープンへのスケジユール

令和3年6月ホームページで築100年をPR

7月休館開始、展示資料整理

9月展示資料一時搬出

10月工事開始予定

(τ事中の現場見学開催予定)

令和5年3月工事完了見込み

夏以降りニユーアルオープン

令和3年5月30日旧曜日)

^ ^ ^

旧四郷村役場(四郷郷土資料館)へは・・

駐車場に限ゆがあるため
公共交通機関をこ利用ください

四日市あすなろう鉄道
あすなろう四日市駅より八王子線
終点「西日野駅」下車徒歩15分
三交バス
近鉄四白市駅南乗ゆ場よゆ
高花平、小山田病院、宮妻口、椿大神社行き
「四郷小学校前」下車徒歩1分
(四日市駅より 15分)

四郷小文
形日野神社

旧四郷村役場

国1四郷小学校前室山郵便局県道 ^^

天白Ⅱ

笹川通D 癌1匠1 蔓1

φ

四日市萌笹川団地

資料館は、 6月中は土曜日に開館します。

7月から休館しますので、中には入れません。

工事中は、駐車場や屋外トイレも使えません。

西日野駅

笹川中文

7
月
か
ら
休
館
へ

会

旧
四
郷
村
役
場
は
、
大
正
十
年

(
一
九
三
)
の
建
築
以
来
、
抜

本
的
な
耐
震
補
強
は
施
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ち
ょ
う
ど
 
0
0
年
を
迎

え
る
。そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
修
理
が

行
わ
れ
て
き
た
記
録
、
あ
る
い
は

痕
跡
は
み
ら
れ
る
が
、
構
造
躯
体

.
を
な
す
木
材
は
ほ
と
ん
ど
百
年
前

一

,
の
ま
ま
で
あ
る
。

で
価
値
が
保
た
れ
、
か
つ
、
工
事

後
の
活
用
に
も
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
か
、
平
成
二
九
年

度
か
ら
三
十
年
度
に
か
け
て
、
歴

史
的
建
造
物
や
建
築
構
造
の
専
門

家
ら
で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
議

論
を
重
ね
た
ま
た
、
並
行
し
て
、

耐
震
補
強
・
修
理
事
の
基
本
設

寸
の
作
成
を
進
め
た

設
計
作
成
に
あ
た
り
他
事
例
を

参
考
と
す
る
と
、
高
額
な
工
事
費

に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
た

め
、
平
成
三
一
(
令
和
兀
年
度
は
、

旧
四
郷
村
役
場
の
文
化
財
的
価
値

や
工
事
後
の
活
用
を
P
R
し
、
エ

(
か
)

平
成
二
六
年
(
二
0
一
四
)
に
、

外
壁
の
塗
装
修
理
で
表
面
の
化
粧

板
を
剥
が
し
た
際
、
柱
の
腐
朽
が

み
ら
れ
る
箇
所
が
あ
っ
た
平
成

二
三
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

な
ど
、
近
年
の
大
地
震
に
対
す
る

危
機
感
も
あ
り
、
対
処
す
る
必
要

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た

平
成
二
八
年
、
耐
震
診
断
を
行

「
震
度
六
S
七
の
地
震
で
倒

、
、
し壊
す
る
可
能
性
が
高
ど
と
判
定

さ
れ
こ
と
が
決
定
打
と
な
っ
た

旧
四
郷
村
役
場
は
指
定
文
化
財

で
あ
り
、
本
来
そ
の
状
態
を
保

存
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
そ

の
た
め
、
あ
ら
た
め
て
建
造
物
と

し
て
の
文
化
財
の
価
値
を
明
文
化

し
、
ど
の
よ
、
つ
に
修
理
す
る
こ
と

事
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
促
進

す
る
事
業
を
展
開
し
た

令
和
一
年
度
は
、
工
事
の
実
施

設
計
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

リ

ニ
ユ
ー
ア
ル
後
の
展
示
構
想
を
、

四
郷
郷
土
資
料
保
存
会
と
協
力
し

て
検
討
し
た
。

新
し
い
展
示
で
は
、
二
階
へ
も

拡
張
し
て
現
在
の
展
示
を
引
き
継

ぎ
つ
つ
、
役
場
建
築
と
し
て
の
一

部
復
原
や
、
四
郷
を
発
祥
と
し
て

産
業
都
市
四
日
市
が
発
展
し
た
歴

史
を
伝
え
る
展
示
な
ど
、
市
の
近

代
産
業
発
展
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

環
状
1
号 編

集
後
記

い
よ
い
よ
旧
四
郷
村
役
場
(
四

郷
郷
土
資
料
館
)
の
耐
震
補
強
・

修
理
工
事
が
今
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
築
一
0
0
年
を
迎

え
た
直
後
に
あ
た
り
、
関
係
者

の
皆
様
に
は
申
し
訳
あ
D
ま
せ

ん
が
、
二
年
後
の
り
ニ
ユ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
展
示
内
容
を
考
え
て
ま
い

ゆ
ま
す
。

次
号
で
は
、
具
体
的
な
工
事

の
内
容
や
、
そ
の
後
の
活
用
に

つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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